
スポーツ施設のオープン化

スポーツ指導者の課題
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今までの取り組み
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これからの時代は、今まで以上に新しい技術か生゙まれる。

さらにグローバル化が進むこと、人の働き方か変゙わること。

そして最も大事なのは、人の価値観か変゙わり始めていること。

Vision 

世界中の誰もが夢を追い続けられる世界を創る。

時代は誰も先が読めないスピードで変化し続けている。

将来が不安になる。人は変化を恐れるからだ。

その不安を取り除くには自分をアッフテ゚゙ートするしかない。

将来のあらゆる変化に対応する為に。
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地域の指導者を主体としたスポーツエコシステム

ICTを活用したスポーツエコシステムプラットフォーム

地域におけるスポーツ情報の見える化によるマッチング

地域で活動する
スポーツ指導者
■スポーツコーチ
■フィットネス
インストラクター
■スポーツ
トレーナー など

指導者 スポーツ施設管理者

地域にあるスポーツ施設
■体育館、陸上競技場
■プール、テニス場
■バッティングセンター など

利用者

予約
サービス・
施設利用

空き情報、
利用料金
等の登録

利用者属
性情報など

プログラム内容、
料金、日時等
の情報登録

利用依頼

○新たな指導ビジネス創出による、スポーツエコシステムを実現。
○指導者、施設の見える化により、新たな需要、スポーツ人口を増や
し、
その収益を指導者、施設に還元。

○還元された資金が、指導者の職としての確立による質の向上及び、
施設改善に使われ、更なる利用創出。

平成30年度地域の指導者を主体としたスポーツエコシステム構築推進事業

・施設の情報をオープンにする
ことで、空いている施設・時間帯
にプログラムを展開できる。

・ICTの活用により情報がオープン
になることで、プログラム等を展開
できる場所、利用者のニーズ等を
把握し、よりよいプログラム展開が
できる。

・ICTを活用して利用者がアクセスしやすい
環境を作り、指導者と施設をマッチングする
ことで、利用者の利便性が向上し、スポーツ
参加機会の拡大につなげる。

○成長戦略に掲げるスポーツの成長産業化を実現するため、「スポーツ未来開拓プラン」における地域スポーツ振
興
の中心的な役割を担う指導者の活用促進を通じて、スポーツによる地域・経済の活性化を図る。

○本事業では、官民が一体となりスポーツ指導者や指導プログラム、スポーツ施設等のリソースをICT等を活用する
ことで、利用者の利便性向上や付加価値の向上を図る。

○その結果、スポーツ指導者・施設の有効活用が促進され、スポーツ人口の拡大やスポーツ施設・指導者の収益向上、
それが更なるスポーツ環境の改善にといったスポーツエコシステムの実現を目的とする。



Now Do㈱×清瀬市

○スポーツ施設や指導者・指導プログラムを一括管理するシステムを立ち上げ、ユーザーの利便性を
向上させることで、施設の稼働率向上等を図る。
○ICTを活用することで、施設の場所・空き時間や、指導プログラムの提供場所・時間を見える化し、
ユーザーが好きな場所・時間で好きなトレーナーから指導を受けることが可能になる。

事業スキーム 内容

【対象施設】
・清瀬市所有の公共スポーツ施設
（清瀬内山運動公園・サッカー場等）

・ZOZOPARK HONDA FOOTBALL 
AREA他

【対象スポーツ】
・サッカー（野球、テニス、水泳、
体育館種目等のスポーツへ順次
拡大予定）

【連携機関等】
・清瀬市
・株式会社運動通信社（SPORTS 

BULL）等

【期待される効果】
・利用者の満足度向上
・施設の稼働率向上
・指導者の指導機会・収入向上



自治体の施設のオープン化

スポーツ指導者の抱える課題

本日のテーマ
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・地域の方々の運動促進、スポーツ振興、子供達のスポーツに触れる機会、

競技力の向上のためにはハード面、環境の改善が必要である

・自治体が保有するスポーツ施設は殆どの競技を行うことができる
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なぜ、自治体の施設のオープン化が必要なのか

自治体の持つ施設を誰もがより簡単に利用できるようになれば、スポーツ

環境が一層整っていく



・施設の空き時間の可視化がされていない

・空き施設・時間の有効利用ができていない
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自治体の施設のオープン化に向けた課題



予約方法

２つの課題
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決済方法

現在の多くの自治体は施設の予約が抽選方式が主流であり、市民または

区民団体の登録作業や当選後の予約方法などが非常に複雑である

また、当選後に空きが出ている施設情報が分かりにくい

現在多くの自治体の施設の決済方法は受付での現金処理のみや使用日前

までに受付に現金を持っていく必要がある など



現在の予約管理システム
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現在の予約管理システム

19



施設空き時間傾向調査
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空き施設の可視化
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空き時間の可視化
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予約の簡易化
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決済の簡易化

¥ 3 6¥ 0

¥ 9 6 4
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売り上げの管理と把握

下宿市民センター

同日売り上げの管理・ 把握

26



スポーツ指導者の抱える課題
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スポーツ指導者のビジネスモデルが確立していない

サッカースクールの平均月収は15万〜20万



サッカースクール指導者の1日
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午前中 基本的には休み

１２時〜 出社（事務作業など）

１５時〜 サッカースクール開始

*幼稚園の終了時間と合わせて、幼児クラスがスタート

〜２０時 サッカースクール終了

２０時〜 事務作業など



空き時間を利用し、プラスの収入を

改善策

自分の経験・技術・知識を使い ユーザーの求める指導を提供
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自治体の施設を利用した指導者の活躍する場の創出

具体的な解決例
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2018年10月〜2018年12月まで検証 清瀬市にて



空き施設・時間を利用したスポーツ講座
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空き施設・時間を利用したスポーツ講座
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指導者需要調査結果

【イベント別参加人数】

・こどもの教育に関する内容のセミナー、レッスンは需要があり、参加者も多くいる。
・多少遠方からでも、セミナーの内容・指導者（講師）目当てで参加する人もいる。
・指導者の認知度、人気が参加数に大きく左右される。
・大人・シニア向けのイベントへの参加率が著しく低い。

指導者の需要：◎
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指導者需要調査結果

【イベント別：住まい】
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スポーツ振興、スポーツ推進を進めていく上では、ハードとソフトコンテンツの充実で

ある。

そのためには、施設の有効活用や指導者の活躍できる場を作ることで、一般人の運動促

進、子供達の競技力の向上などに繋がっていく。

まとめ
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